
公
明
党

　

防
災
対
策
に
重
点
を
置
き
、
的
を
射
た
予
算
編
成
と
高
く
評
価

信
政
会

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
予
算
編
成
で
あ
る

誠
風
会

　

人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を
抑
制
し
た
予
算
を
評
価

無
所
属

　

義
務
的
経
費
削
減
と
将
来
に
向
け
た
施
策
展
開
を
評
価

か
が
や
き
21

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
な
教
育
環
境
の
確
保
を
評
価
す
る

日
本
共
産
党

　

不
用
額
は
市
民
に
わ
か
る
よ
う
に
予
算
に
計
上
す
べ
き
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賛成賛成賛成

反対賛成賛成

■

ふ
じ
み
野
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

全
員
賛
成
で
可
決

　

市
民
生
活
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
危
機
管
理
及

び
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
組
織
を
改
編
す

る
も
の
で
す
。
く
ら
し
安
全
課
が
担
当
し
て
き
た
協
働
推
進

と
防
災
防
犯
を
分
割
し
、
協
働
推
進
課
と
危
機
管
理
防
災
課

を
新
設
。
庶
務
課
が
担
当
し
て
い
た
統
計
事
務
を
情
報
政
策

課
に
移
行
し
、
情
報
・
統
計
課
に
。
庶
務
課
は
政
策
法
務
を

強
化
す
る
た
め
文
書
・
法
務
課
に
名
称
変
更
。
保
育
課
と
子

育
て
支
援
課
が
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

討
論
で
は
、
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
地
域
に
お
い
て
迅
速
に
適
切
に
対
応
で
き
る
と
評
価
す

る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
需
要
や
課
題
に
応
え
る
た
め
の
業
務
量
を
考
え
て
の
組
織

改
正
で
あ
る
が
、
職
員
の
超
過
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配

置
を
す
べ
き
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
課
の
統
合
に
よ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
と
の
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

条条　　例例

意見書意見書
■

東
京
電
力
株
式
会
社
の
電
気
料
金
値
上

げ
反
対
を
求
め
る
意
見
書

　

全
員
賛
成
で
可
決

　

契
約
電
力
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
事
業
所
や
官
公
庁

な
ど
へ
の
四
月
か
ら
の
電
気
料
金
値
上
げ
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な
ど
経
済
が
大
変
な
状
況

の
中
、
国
内
産
業
の
空
洞
化
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
で
す
。

東
京
電
力
株
式
会
社
に
対
し
て
値
上
げ
根
拠
の
説
明
、
経

営
責
任
の
明
確
化
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
電
気
料
金

値
上
げ
に
反
対
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
す
。

■

障
害
者
総
合
福
祉
法
︵
仮
称
︶
の
早
期

制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

全
員
賛
成
で
可
決

　

障
が
い
の
種
類
や
程
度
、
家
族
の
状
況
、
経
済
力
、
居

住
す
る
自
治
体
に
関
わ
ら
ず
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
障
害
者
総
合
福
祉
法
︵
仮
称
︶
を

速
や
か
に
制
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。﹁
障
害
者
総
合
福

祉
法
の
骨
格
に
関
す
る
総
合
福
祉
部
会
の
提
言
﹂
を
反
映

さ
せ
、
早
期
に
制
定
さ
せ
る
こ
と
と
、
制
度
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
地
方
自
治
体
へ
の
財
源
に
つ
い
て
の
配
慮
を

求
め
る
も
の
で
す
。

当初予算討論当初予算討論

　

本
予
算
は
、
市
税
が
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に
よ
る
減
収
で
、
全
体
で
微
増
に
と
ど

ま
る
中
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
や
大
井
総
合
支
所
の
建
設
、
そ
し
て
、
小
中
学
校

の
大
規
模
改
造
工
事
に
つ
い
て
も
、
順
次
実
施
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
の

大
震
災
を
受
け
て
災
害
対
策
の
予
算
が
上
積
み
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
し
た
編
成
で
あ
る
。
今
後
、
合
併
の
恩
恵
が
切
れ
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
測
さ

れ
る
の
で
、
経
費
の
削
減
や
無
駄
を
な
く
し
、
市
税
収
入
の
確
保
な
ど
に
引
き
続
き
取
り

組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
用
地
取
得
や
大
井
総
合
支
所
建
設
の
た
め
、
財
政
的
に
有
利
な

合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と
は
適
切
な
予
算
計
上
で
あ
る
。

　

ま
た
、
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を
抑
制
し
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
資
機
材
の
充
実
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、

活
動
に
対
す
る
助
成
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
上
福
岡
駅
東
口
駅
前
広
場
の
整
備
が
始
ま
る
。
ふ
じ
み
野
市
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
広
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

起
こ
り
う
る
地
震
の
確
率
を
考
え
る
と
、
必
ず
震
災
は
起
こ
る
と
の
前
提
で
、
す
べ
て

の
備
え
を
す
る
の
が
、
命
を
守
る
行
政
の
務
め
で
あ
る
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、
災
害

に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て
防
災
対
策
に
重
点
を
置
い
た
こ
と
は
、
的
を
射
た
予
算
編
成
と

高
く
評
価
す
る
。

　

今
後
、
大
規
模
な
施
設
整
備
が
多
く
予
定
さ
れ
て
い
る
。
公
共
施
設
整
備
基
金
な
ど
各

種
基
金
へ
の
計
画
的
な
積
み
立
て
を
行
な
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

歳
入
確
保
に
知
恵
を
絞
り
つ
つ
、
さ
ら
に
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
、
特
例
後
を
見
据

え
た
財
政
運
営
を
望
む
。

　

ふ
じ
み
野
市
の
特
性
を
生
か
し
て
大
胆
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
太
い
戦
略
に
貫
か
れ
て
い

な
い
。﹁
改
革
﹂
の
先
に
何
が
あ
る
の
か
、
何
も
見
え
な
い
の
で
は
持
て
る
力
も
発
揮
さ
れ

な
い
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
な
が
ら
現
状
維
持
に
汲
々
と
し
て
い
た
の
で
は
、
行
政
水
準
も

劣
化
し
衰
退
の
道
を
た
ど
る
だ
ろ
う
。
近
隣
市
の
あ
と
を
追
っ
て
い
る
よ
う
な
消
極
的
な

政
策
展
開
で
は
な
く
、
攻
撃
的
に
打
っ
て
出
る
べ
き
だ
。
契
約
差
額
な
ど
の
不
用
額
は
、

市
民
に
分
か
る
よ
う
に
予
算
に
計
上
す
べ
き
だ
。
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
・
低
所
得
者
の

負
担
を
軽
減
せ
よ
。

　

本
市
が
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
安
定
的
な
歳
入
確
保
や
歳
出
削
減
が

肝
要
で
あ
る
。
歳
入
は
、
市
税
全
体
が
増
、
財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
は
減
と
な
っ
た
。

歳
出
は
義
務
的
経
費
が
大
幅
減
と
な
り
、
人
件
費
を
細
か
く
見
直
し
た
点
は
特
に
評
価
で

き
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
充
な
ど
、
命
を
大
切
に
す
る
施
策
が
存
分
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
中
長
期
的
な
視
野
に
立
つ
選
択
と
集
中
が
垣
間
見
え

る
歳
入
歳
出
計
画
、
本
市
の
将
来
に
向
け
た
施
策
展
開
を
評
価
し
賛
成
と
す
る
。

■

ふ
じ
み
野
市
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

全
員
賛
成
で
可
決

　

長
期
の
景
気
低
迷
で
財
政
確
保
に
苦
労
し
た
と
思
う
が
、
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら

市
税
の
課
税
客
体
の
適
正
な
把
握
や
使
用
料
等
の
減
免
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
今

後
再
考
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
厳
し
い
財
政
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
中
学
校
の
耐
震

補
強
工
事
、
大
規
模
改
造
工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
な
教
育
環
境

の
確
保
と
、
よ
り
よ
い
教
育
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
引
き
続
き
行
な
わ
れ
て
お
り
、
市
民
と
の
対
話
を
大
切
に
す
る
市
長
の
姿
勢
に
期
待
す

る
。

討 論条 例 ・ 意 見 書

　

小
学
校
一
年
生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療

費
は
、
現
在
は
窓
口
で
保
護
者
が
支
払
い
、
申
請
に
よ
り
医

療
費
の
支
給
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年
十
月

一
日
か
ら
は
窓
口
払
い
な
し
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

討
論
で
は
、﹁
平
成
二
十
三
年
九
月
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
入
院
も
通
院
も
医
療
費
が
無
料
化
さ
れ
、
子
育
て
世
代
を

支
え
て
い
く
柱
と
な
っ
た
。
窓
口
払
い
な
し
に
よ
り
こ
ど
も

医
療
費
は
伸
び
る
予
想
だ
が
、
事
務
手
続
の
簡
素
化
が
図
れ
、

重
症
化
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
現
物
給
付
す
る
こ

と
に
よ
り
市
の
負
担
は
増
え
る
の
で
、
今
後
は
国
の
制
度
と

し
て
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
要
望
す
べ
き
﹂
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

新設された協働推進課と危機管理防災課




